
放哉は明治
め い じ

18 年 1 月 20 日に鳥取
とっとり

で生
う

まれました。その日を記念
き ね ん

し尾崎放哉生誕
せいたん

記念
き ね ん

企画展
きかくてん

を開催
かいさい

します。 

新 収 蔵 資 料 展 

【期 間】令和 6 年 1 月 16 日(火)～3 月 17 日(日) 

【場 所】土庄町尾崎放哉資料館 ※土庄町尾崎放哉資料館は町立中央図書館の隣
となり

にあります。

入館
にゅうかん

の際
さい

は図書館職員
しょくいん

が対応
たいおう

しますので、お手数
て す う

ですが図書館受付
うけつけ

に

お越し
 こ  

ください。 

【時 間】9 時～17 時（入館は 16 時 30 分まで） 

【休館日】毎週月曜日、祝日、月末日 

【入館料】220 円（小豆島尾崎放哉記念館との共通券） 

昨年 8 月、自由
じ ゆ う

律
りつ

俳人
はいじん

：藤田
ふ じ た

俊一
としかず

（俳号
はいごう

：踏
とう

青
せい

）氏から放
ほう

哉
さい

研究家
けんきゅうか

・小山
こ や ま

貴子
た か こ

氏を通
つう

じて寄贈
き ぞ う

してい

ただいた尾崎放哉関
かん

係
けい

資
し

料
りょう

の展示
て ん じ

を行
おこな

います。この資料は、京都
きょうと

泉
いずみ

の会
かい

の先輩
せんぱい

であった金
かね

平
ひら

二
に

火
か

氏が

お亡
な

くなりになる前
まえ

に藤田氏に託
たく

されたものです。その中から、放哉が添削
てんさく

した跡
あと

が見
み

られる句稿
く こ う

を

中心
ちゅうしん

に公開
こうかい

します。大変
たいへん

貴重
きちょう

な資料ですので、この機会
き か い

に是非
ぜ ひ

ご覧
  らん

ください。 

 

藤田俊一氏・・・昭和
しょうわ

24 年(1949)生。昭和 52 年(1977)『層雲
そううん

』入門
にゅうもん

。その後『随
ずい

雲
うん

』と『層雲
そううん

自由
じ ゆ う

律
りつ

』に別
わか

れた際
さい

に『層雲自由律』に所属
しょぞく

。定
てい

型
けい

俳
はい

人
じん

とも幅
はば

広
ひろ

く交
こう

流
りゅう

がある。川柳
せんりゅう

とのコラボレーションを企画
き か く

した

『でんでん虫』の代表
だいひょう

を務
つと

めた。層雲賞受賞。第 1回尾崎放哉大賞受賞。 

金平二火氏・・・（本名
ほんみょう

 淡之
あ わ の

助
すけ

）明治
め い じ

33 年(1900)～昭和 55 年(1980)。大正 15 年（1926）『層雲』入門。

大分県
おおいたけん

の鐘紡中津
な か つ

工場
こうじょう

在勤
ざいきん

当時
と う じ

、島
しま

丁
てい

哉
さい

と知
し

り合
あ

い、丁哉が幹事
か ん じ

をする句会
く か い

に参加
さ ん か

。その縁
えん

で尾崎放哉と木村
き む ら

緑
りょく

平
へい

に句の添削
てんさく

を依頼
い ら い

した。二火が放哉と交流があったことは一部
い ち ぶ

『放
ほう

哉
さい

全集
ぜんしゅう

』にも書簡
しょかん

が掲載
けいさい

されてい

る。小山貴子氏にも「僕
ぼく

はね、若
わか

い頃
ころ

放哉と交流があったんだよ。」と話
はな

していたという。後
のち

に京都泉の会に

出席。そこに藤田踏青氏や小山貴子氏が参加
さ ん か

して知己
ち き

を得
え

る。 
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日 月 火 水 木 金 土 
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●放哉だより発行日  

□記念館休館日 □資料館休館日 

あけましておめでとうございます。 

 本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

土庄町尾崎放哉資料館 

１月２０日(金)は生誕
せいたん

記念
き ね ん

日
び

(明治 18 年 1 月 20 日生)で

す。当日
とうじつ

は記念館･資料館共
とも

に入 館 料
にゅうかんりょう

無料
むりょう

です｡ 


